
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



はじめに 

 

本市では、これまで「循環型都市やまと」を基本理念に、市民の皆様とともにごみの減量

化・資源化を推進してまいりました。その結果、国の調査によると、本市の 1 人 1 日当たり

の家庭ごみ排出量は、平成 19 年度から令和元年度まで 13 年間にわたり、県内自治体で

最も少なくなっており、現在でも国や県が設定した減量化目標を大きく下回るごみ排出量

を維持し続けております。 

この数字となって表れた成果は、市民の皆様一人ひとりのごみの減量化・資源化に対す

る熱心な取組みと意識向上の賜物であり、大変誇らしく感じているところです。 

さて、わが国では、2050 年カーボンニュートラルを達成するため、持続可能な形で資源

を効率的・循環的に有効利用する「循環経済（サーキュラーエコノミー）」への移行を目指し

ております。これは「廃棄物を可能な限り資源化する・有効活用する」という、消費社会にお

ける「出口」の考え方のみならず、製品の製造・流通・消費といった経済活動の全ての段階

において、循環利用を念頭に行動していく、新しい経済様式であります。循環経済への移

行は、我々が直面する環境・経済・社会それぞれの課題を解決するとともに、新たな市場が

作られることで、一人ひとりの「ウェルビーイング／高い生活の質」を高めていくことに寄与

するものです。 

このような国の考えを受け、今回改定する「大和市一般廃棄物処理基本計画」において

は、こどもからご高齢の方々までの全市民が協力し合い、３R＋リニューアブルを継続して

取り組むことで幸せな未来に繋いでいきたいとの思いから「めぐる まち やまと」という新た

な基本理念を掲げて再出発してまいります。 

「ごみは宝」です。分別してごみから資源へと変えていくこと

で、私たちはもっと環境にも人にもやさしくなれるものと信じ

ております。 

結びに、本計画の策定にあたり、ご尽力を賜りました大和

市環境審議会の委員の皆様をはじめ、アンケート調査や意見

公募手続き等でご協力と貴重なご意見をいただきました皆様

に心よりお礼を申し上げます。 

令和８年３月 

大和市長 古谷田 力 
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